
西の里中学校の教育目標 賢く・優しく・たくましく   

西の里スタンダード「 ３つの「あ」 挨拶 ・ 安全 ・ 後始末 」 

                                       
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校入試事前集会開催   
2月に入り、公立推薦、私立A日程、私立B日程と高校入試も本格化を迎え 

ています。14日（火）は私立A日程の事前集会を３学年で開催し、校長・担任か 

ら激励と係からの注意事項の再確認を行いました。既に合格内定を受けている 

生徒もいますが、学年全員が合格して４月を迎えることができるよう意識を高め 

合う集会となりました。3月5日、6日は公立入試があります。体調管理と学習に 

格闘しながら、受験者全員が最大限の力を発揮して、満開の桜が咲き誇ることを 

祈っています。そして、卒業生の４月からの新しい生活が清々しいものであることを 

願っています。  

～「笑顔あふれる西の里中に」～ 
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“青春”メッセージ 

校長  髙橋 浩子 
先日行われた北広島市青少年健全育成大会で、市内中学校の代表生徒の「今、感じていること、誰かに伝

えたいこと」をテーマとした発表を聞く機会に恵まれました。「青春メッセージ」と題されての発表会でし

た。青春という言葉を実感できるのは青春時代を通り過ぎてからかもしれない、中学生本人は「青春メッセ

ージの発表」と紹介されてちょっとくすぐったいかもしれない、などと考えながら会場に入りましたが、今

と真剣に向き合う姿が表現された作文発表はまさに「青春メッセージ」でした。本校の代表生徒も、骨太の

発表を行いました。同年代の子どもたちにも、大人世代の皆さんにも、ぜひ聞いてほしい内容でした。 
会場を後にしながら、私自身が進路を確定させたのはいつだったろうと考えました。中学校教師になるこ

とを最終的に決めたのは、教育実習に行ってからです。大学３年生のときに中学校で５週間、４年生のとき

に小学校で２週間の教育実習を経験しました。課題を見つけた小学生の「なんで？どうして？」と輝く目も

忘れられませんでしたが、中学校の教員採用試験を受けました。なりたい自分と現実の自分のギャップの中

で悩んだり、他の人との価値観の違いに悩んだり、人間関係でもめたり、行事の活動の進め方で対立したり

する、一生懸命 今を生きている中学生がかわいくてたまらなかったからです。この思いは教職に就いて34
年たつ今も、自分の中で変わらないものの一つです。 
イモムシがサナギになるときにドロドロの液体になって再構築される（そうして成虫になってもイモムシ

のときの記憶が残っている）ということを知り、生命の神秘に激しく感動したことがあります。昆虫にたと

えることを不快に感じる方がいらっしゃったら申し訳ないのですが、変態（動物が生育過程において形態を

変えること）がある動物ではなくても、人間の内部ではそれに匹敵するようなことが起きているのではない

かと思うのです。考えて考えて言葉というもので生み出された「青春メッセージ」でも、その過程の一部分

をのぞかせてもらったように感じています。 
 
３年生の教室に掲示されているカウントダウンカレンダーも残りわずかです。 

これまで積み重ねてきた日々を、どんなふうに思い出すだろうかと想像します。 
まだまだ続く青春の真っただ中にいる中学３年生。思い出したくない場面もあれ 
ば、もう一度味わいたい場面もあるでしょう。それらのまるごとを自分の過ごし 
た時間として受け止め、義務教育を終える年齢まで成長してきた自分に誇りを 
持ってほしいと思います。自分の成長を感じたとき、自分を育て支えてくれてい 
る人々の存在に気づくことができるでしょう。 
 

 

 

 

 17日（土）に東部小学校を会場に北広島市青少年健全育成大会が開催され 

本校からは、「青春メッセージ」に２年のＡさん、「アンビシャスフォーラム」に２年

のＢさん、１年のＣさんが学校を代表して参加しました。青春メッセージでは、Ａさ

んから将来の夢が決まらないことへの焦りと夢とは何なのかを自問自答する自身のこ

とについて発表がありました。 

 また、ＢさんとＣさんが参加したアンビシャスフォーラム 

では「いじめについて考える」をテーマに各校での取り組みの交 

流や学校に持ち帰ってやってみたいことなどを話し合いました。 

参加者は各校の生徒会役員でしたので、生徒発信のいじめに対す 

る取り組みが今後活性化することが期待されます。 

日 曜 朝読 部 給食 相談員ＳＣ

1 金 × ○ ○ 相談員

2 土
3 日

4 月 × × ○ 相談員

5 火 ○ ○ ○ 相談員

6 水 ○ ○ ○

7 木 ○ ○ ○ 相談員

8 金 ○ ○ ○ SC

9 土
10 日

11 月 ○ ○ ○

12 火 ○ × ○ 相談員

13 水 × × ×

14 木 × × × 相談員

15 金 ○ ○ ○

16 土
17 日

18 月 ○ × ○ 相談員

19 火 ○ × ○ SC

20 水

21 木 ○ ○ ○ 相談員

22 金 ○ ○ ○ 相談員

23 土
24 日

25 月 ○ × × 相談員

26 火 ○

27 水 ○

28 木 ○

29 金 ○

30 土 ○

31 日 ○

第2回 百人一首大会①

修了式・離任式 3時間給食なし

春季休業（～4/5まで）

令和６年　3月行事予定

登校指導安全点検日
ポプラ卒業生を送る会

会議日
1,2年生４時間 ３年生５時間

公立入試① 3年生登校なし
1,2年生4時間  小６登校体験

公立入試② 3年生登校なし
1,2年生4時間  企画委員会

5時間授業

5時間授業

第2回 百人一首大会②
4時間授業 職員会議

卒業式総練習 給食なし

第64回卒業証書授与式

定例委員会・本部会 4時間授業

会議日 4時間授業

会議日 4時間授業 いじめゼロ集会

春分の日

4時間授業 部活終了16:30

大掃除 4時間授業 部活終了16:30

北広島市青少年健全育成大会 
青春メッセージ・アンビシャスフォーラム開催 

「私の漢字」                     2年 Ｄさん 

「2023年を漢字一文字で表すと？」このような質問に答えるのが私にはとても困難に感

じます。「365日間」という膨大な時間。そんな長い時間をましてや漢字一文字で表すな

ど、私にとっては限りなく難しく感じてしまうのです。そこで自分自身にとっての「漢

字」は何か。真剣に考えてみようと思いました。 

 2023年の漢字は「税」と発表されました。「今年の漢字」自体が漢字 

一つでその年の世相を表すものなので難しい世相など中学生には少し次 

元が遠いような気がしました。そこで、「今年の漢字」と切り離して、自 

分にとって2023年はどのような影響を与えたか、一番心に残ったものは 

何か、そこに着目して考えてみることにしました。 

 少し前にあったことですが、「自分の将来の夢とその理由をかきなさい。」授業で使用

した夢ノートにそのような文字が書かれていました。その言葉に私は少し、窮屈さと焦

りを感じてしまいました。なぜなら、私は将来の夢が決まっていないからです。シャー

ペンが１ミリたりとも進まない私を催促するかのような空白がこちらを睨んでるようで

した。自分のやりたいこと、憧れていることをすべて否定するかのような現実と消極的

な思想が将来のビジョンを想像させてくれませんでした。ここで将来の夢を書き綴って

も必ずどこかで失敗を犯すのではないか。そんな偏見が私の中に渦巻いていました。結

局、夢ノートには粗雑な字で「イラストを描く関連の仕事」と紙面に無気力に書き込み

ました。絵を描くことは好きですが、それで食べていける気は微塵もしません。周りに

は、自分の夢を朗らかに話している人がたくさんいます。その姿を見るとどうしても引

け目を感じてしまいました。同時に「そんなの叶うはずがない」と卑屈な考えをしてい

る自分に嫌気がさしてしまいました。物事が予定通りに進まない、今までの挫折経験が

そうさせていると感じました。私には自信がないのです。だから、自分の夢を堂々と話

せる人間が羨ましくて堪りません。 

ではなぜ将来の夢を持たないといけないのでしょうか。時間をかけ自分自身と真剣に向

き合いようやく一つの考えにたどり着きました。夢は動力になるということです。例え

ば、テストでいい点数をとりたいから勉強する。「テストでいい点数を取りたい」これ

は、理想であり、些細な夢です。それよりも、何故いい点数をなぜ取りたいのか、何の

ために勉強するのかが大切です。夢は動力となって自分の将来を作り上げていくものだ

ったのです。 

 私は2023年という365日間で自分の夢と現実の狭間で葛藤することが多々ありまし

た。しかし、思い悩み答えを導くことができたこの瞬間こそが２０２３年で最も心に残

ったのではないかと思いました。そして、私は確信しました。私の今年の漢字は「夢」

です。 

 

第６４回西の里中学校卒業証書授与式 

とき：３月１４日（木）１０時開式 

卒業生登校時間：８：４５～９：００ 

在校生登校時間：９：１０～９：２５ 

保護者受付  ：９：２５～９：４５ 

令和６年度 始業式・入学式  とき：４月６日（土） 

在校生は通常登校（午前中3時間） 

入学式：１３時３０分開式 

保護者・新入生受付：１２：３０～ 

※ 生徒会・吹奏楽部は参加 

※ ８日（月）は振替休業 


